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ク ト ゥー テ・ ガー リ ブ

ガー リブ と 『ガー リブ書簡集 』

片 岡 弘 次

1)名 声 は 『ガ ー リブ書 簡集 』 か ら

ガー リブ(1797～1869)は 叙情定型詩ガザルの詩人で,ウ ル ドゥー文学の中で

重要な位置をしめるだけでな く,そ の書簡集もウル ドゥー散文の発展 に大きな貢
ク ト ゥ 　 テ の ガ 　 リ ブ

献をな した.そ の有名な詩集 『ガーリブ詩集』の7割 がたは30代 までに書きおえ

て,そ の後はペルシア語の詩作 と,40代 の後半か ら始まるウル ドゥー語での手紙

書 きが創作活動の中心 となつた.

ガー リブの鋭い直観力は詩 と散文の両方に表れているが,散 文の方にそれがよ

り明瞭に見える.ガ ー リブの得意 としたガザルはその詩の性質上,直 接的に表現

されない.そ れ故,散 文の方にガーリブの思想や考え方がはつきりと見える.「ガー

リブの一般的な名声は,ウ ル ドゥー語やペルシア語の詩か らでなく,そ の書簡集

からであつた」1)とハーリー(1837～1914)は 述べている.そ の理由は手紙を通 し

て人々 と接触 し,ま た詩の添削や文学や学問についての議論,社 会の見方の記述

は多 くの人の関心をひいたからだつた.

2)ガ ー リブの手紙

ガーリブは20歳 の時,ア ーグラからデリーに出て来て,年 金訴訟でカルカッタ

に行つた1827年 から29年 までの間を除き,晩 年に到 るまでデ リーに住んでいた.

デリーでは貴族社会の一員 として生活 し,ま たムガル朝皇帝バハー ドル・シャーII

世の命により,1850年 ムガル朝史を編 さん した り,ゾ ウク(1789～1854)亡 きあ
ウス タヘ ド

とは,ゾ ウクに代 わ り皇帝 のガザル の師 となつた.さ らに他 の人 のガザル の添 削

を行 ない,多 くの人 と接触 があ った.

現 在,確 認 され てい るガー リブの書簡 数 は873通 で,そ の うち宛名 が分 か つて

いる ものは861通,残 りの12通 は 宛名 は分 か らないがガー リブの手紙 とされ るも

のであ る.特 に多 いの は ミルザ ー ・ハル ・ゴーパ ール ・トーフタ宛 に123通 ナ
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ワ ー プ ・カ ラブ ・ア リー宛 が76通,ム ンシー ・ナ ビー ・バ クシー宛の71通 で あ

る2).

ガ ー リブに と り,1857年 ム ガル朝崩壊 は精神的 に大 きな打撃 だ った .だ が崩壊

した デ リーの中で,ガ ー リブ はも う一度,そ の書簡 に よ り,友 人や知 己 との間 に

賑 やか な世界 を作 りだそ う とした.1858年 に 出 したつ ぎの手紙 か らもそれが分か

る.「 私 は この孤独 の中で手紙 を書 くこ とによつて生 きてい ます.手 紙 が来 る とそ

の方が い らっ しゃ つた と考 えます.神 の恩恵 に よ り毎 日2,3通 の 手紙が来 ます.

朝 一度,夕 方 に も う一度来 るこ とが あ り楽 し くな ります.日 中,そ れ らを読 み返

事 を書 いて暮 らして います.手 紙のや り取 りだ けで は欠 点 もあ ります が,自 分 の

思 うこ とはお伝 えで きます.残 念 な ことは,あ なたが今 ここにい らっ しゃ らな い

こ とです」3)

ガ ー リブは郵便配達人 とも親 しくな り,そ の様子 を誇 らしげに述べてい る.「時々

驚 くのです が,郵 便局 の誰 もが私の家 を知 つてお ります.配 達人 も局長 も私 の知

り合 いです.友 達 か らの手紙が,町 名 やただ私 の名前だ けで も届 いて しまいます」4)

また 「私 は時々,手 紙 の封筒作 りを します.手 紙 を書 かない時 は,封 筒作 りを し

てい るで しょう」5)とも言 った.

3)ガ ー リ ブ の 書 簡 集 の 刊 行

ガー リブ書簡集 の一番初 め は,1868年,ガ ー リブの手紙163通 を集録 した 『ア

ワ ド ・ヒンディー』で あつた.ガ ー リブの この書簡集 の発行計画 は,M.G.ト ー

フタやM.S.ナ ラヤ ンな どに より1850年 代 の終わ り頃 か ら立て られ た.し か し

ガー リブは乗 り気 でな く,「書簡集 の出版 は嬉 し くない.子 供 のよ うな反抗 は しな

いが,あ なた方 がそれ を望 むな ら,こ と新 ためて聞か ないでほ しい.そ の選択権

はあなた方 にあるか ら」6)と言 った.ま た 「私が一生懸命,心 を こめて書 いた もの

な らいい.さ もな けれ ば無駄 です.ま た今 までの私 の名声 に傷 がつ くことに もな

ります」7)とも言 った.し か し出版 す るこ とが明 らか にな ると,ガ ー リブは書 くの

に注 意を払 い始 め,そ れ以前 と以後の ものに違 いが出て くる.

最 初 の もの は 『アワ ド・ヒンディー』 であ ったが,そ の前1861年,自 分 の詩 と
イ ン テ ィカ 　 べ 　ガ 　 リ ブ

共 に何 通か の手紙 を集録 して 『ガー リブ選』 を出 して いる.そ れ はイ ギ リス人 の

役人 や軍 人が ウル ドゥー語 を学 ぶた めに作 られ た もので あった.

2番 目は 『ウル ドゥー ・エ ・ムア ツラー』 の書名 で,1869年 に その第一部 とし

て54通 を収 めて出 された.同 じ出版社か らそれに新 た に416通 が 加 え られ,1899
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年 には,ガ ー リブの最後 のパ トロ ン となつた ラー ムプル の藩 王あて のものを含 め
マ カ 　 テ ィ ブ コ ガ 　 リ ブ

た 『ガー リブ書 簡』が 出た.更 に1949年 に は 『ナーディラー ト・ガ ー リブ』 が出
ク ト ゥ 　 テ の ガ 　 リ ブ

た.そ の後現在確認されている873通 を含む 『ガー リブ書簡集』が1951年 に出た.

4)な ぜ ウル ドゥー語 で書 き始 めた か

19世 紀半ばまで,ウ ル ドゥー語は学問のある人々の書き言葉 として考えられな

かった.手 紙のや り取 りもペルシア語であつた.ガ ーリブもそれに従いペルシア

語で手紙を書いていた.し かし1846年 の中頃か らペルシア語で書 くことは少なく

な り,ウ ル ドゥー語で書 き始めた8).ハ ーリーはそれをつぎのように説明す る.

「ガーリブは1850年 までいつもペルシア語で手紙を書いていた.し かしムガル朝

史,『 ミフル ・ニーム・ロウズ』を書 くことを命じられると忙 しくなった.そ の結

果,ウ ル ドゥー語で書 くようになつた.ペ ルシア語でそれを書 くことは,想 像力

を使 う以外にも大 きな労力の負担であつた.そ こで手紙 はペルシア語で書 くかわ

りに,ウ ル ドゥー語で書 き始めた」9)

しかしS.M.イ クラームやG.R.ミ フルなどは違う見方をしているlo).ガ ーリ

ブの書き方は自由奔放で,ま た当時執筆 していたムガル朝史は大著でな く,時 間

もそれ程多 く取 られていたと考えられず,負 担の過重は考えられないとの考えを

示 している.

5)手 紙 に述 べ られ て い る こ と

ガー リブの手紙の内容はバラエティーに富み,ガ ーリブの誕生から晩年 に至る

までのことがこれらの手紙から推測できる.子 供時代の様子,教 育,結 婚 とその

影響,交 友,経 済的な様子,困 窮 カルカッタまで行かなければならなかった理

由,年 金,監 獄に入つたこと,イ ン ド大反乱での様子などすべてに光が当てられ

ている.し かしそれらは単なる詳細を述べるのでなく,そ の時のガーリブの精神

的情況の説明もある.

これ らの手紙の中にはまた当時の社会的,経 済的情況の説明 もある.19世 紀,

デリーにおいて人々はいかなる生活を送つていたか,当 時の礼儀作法はどうだつ

たか,階 級間の相違 とその関係,そ れらの人々の人生観,金 持ちや教養人の生活,

宮廷の様子,ム ガル朝の衰退 とイギリス勢力の台頭,政 治的変化が社会や経済に

及ぼす影響,学 問や文学の動き,こ れらすべてについてガーリブは述べている.
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6)ガ ー リブ の 手 紙 の 書 き 方

ガ ー リブの書 き方 についてハ ー リー は 「ガ ー リブの手紙 の書 き方 は変 わつてい

た.ガ ー リブ以前,誰 もガー リブの よ うな書 き方 は しなか った.ま たその後で も,

誰 もまねが できなかつた」ll)と述 べてい る.当 時,手 紙 はペル シア語 で書 かれ,そ
ル ク ァ レ テ 　 バ イ ダ ル

の手本 として 『バイダルの手紙』などが使われ変化 の起 る期待 は持てなかった.

しかしガーリブは独 自の方法を取った.

その一つが宛名の書 き方である.「ガーリブは古い人達が始めた礼儀を重んじて

使 った古めか しい形式的な宛名の使用を止めた.それは本当に無駄で余分なことで

あつた」12)

とハー リーは述べている.ガ ー リブはその手紙の始ま りを,息 子 よ,兄 弟よ,愛

する人よ,な どのような言葉で書 き出した.そ れは当時の習慣 とは明らかに違 う

ものであつた.し か しいかなる場合で もそうしたのでな く,出 来るだけその長い

言い回わしを止めようとした.ガ ーリブが宛名に重要性を与えなかつたのは,ガ ー

リブは手紙を書 くことを会つて話をしている延長 と考えたからであつた.

文体 は会話調である.当 時の社会ではそれは好まれなかつた13).だ がガー リブ

は,そ の健康で知的な性格により,自 分の手紙 に話 し言葉を使 つた.例 えばユー

スフ ・ミルザーにあてた手紙では 「どなたかいらっしゃいませんか.ち ょつとミ

ルザーさんをお呼びして下さい.だ んなさま,参 りました.あ なたにお手紙の返

事を書かさせていただきましたが,一 つあなたのご質問の返事を残 してしまいま

した」14)と始 まる.

ガーリブは手紙の中で,会 話調 にするために,時 々,手 紙を ドラマ仕立で書い

ている.つ ぎの例 はM.M.マ ジュルーに宛てて書いたものである.そ の中でガー

リブは自分 とミランとの間にあつた様子を話 している.そ して手紙を書 くのが遅

くなつたことをわびている.「 ミランさん,今 日は.や あ今日は.す みませんが,

ミール ・マフディーさんに返事を書かせて下 さい.ど うぞどうぞ,文 句など言い

ませんか ら,あ の方 はこ丈夫になつた とお伝えいた しました,熱 は下 りました.

私は自分の手紙であなたに代わってお祈 りしています.い いえ,ミ ランさん,彼

の手紙が来てからだいぶ日がたちました.彼 は怒っているでしょう,今,書 かな

ければな りません.あ なたにどうして怒 りましょう.ね え君,あ なたが私 に手紙

を書 くのになぜ ぐず ぐず しているのか言つて下さい.あ なたは手紙を書かれない,

そしてあなたは私におそいと言 う.わ かつた,私 が ミールさんに手紙を書 くのを
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あ なたはなぜ望 まないのか言 って下 さい.何 を言 お うか,つ ま り,あ なたの手紙

が行 く,そ して それが読 まれ る,す る と私 は聞 く,手 紙 を取 りあげ る.私 は木 曜

日に出発 します.私 が行 つて三 日 した らまた思 う存分,手 紙 を書 いて下 さい」15)

ガ ー リブの手紙 は この よ うに ドラマ性 に=満ちて いる.

7)ガ ー リブ の性 格

ガ ー リブの性格 にはユーモ ア と瑞瑞 しさが混在 してお り,そ れが話題 をおも し

ろ くした.ガ ー リブは何 で もユ ーモア抜 きで は語 らない.ハ ー リーは 「ガー リブ

の中 にはユーモアが瀕 つて お り,シ タール の弦 がメ ロデ ィーで満 ちてい るように,

ユ ー モアで濾 つて いた .詩 や滑稽 な話 にな くて はな らない想像力 が,飛 ぶ力が鳥

にあるよ うに,彼 の中 にあった」16)とガ ー リブの性格 について述べ ている.
ラ マ ザ 　 ン

断食月の時のことをつぎのように書いている.「日差 しが強いです.断 食をして

います.し かし断食 を楽 しんでいます.時 々水を飲みます.フ ッカーも吸います.

時々ローティーの切れはしも食べます.こ この人々は不思議な理解をしています.

私は断食を楽 しんでいます.人 々はおまえは断食をしていないと言います.人 々

は断食をしないことと,断 食を楽 しむことは別ものだ と理解 しておりません」17)と

屈託がない.

M.H.A.ベ ーグに彼の妻の死に対 しつぎのような追悼の手紙を書いた.「恋す

る男はマジュヌーンの仲間だ.ラ イラーは彼 の前で死んだ.あ なたの恋人はあな

たの前で死んだ.あ なたは彼 よりもよい.ラ イラーは自分の家で死んだ.あ なた

の恋人はあなたの家で死んだ.ム ガルの若者 はたいしたものだ.彼 のために死ぬ

人がいるのだから.私 もムガルの男子だ.こ の人生の中で,私 もひとりの娘 を死

なせた.神 はわれ ら両人を許す.わ れわれ二人は恋人の死の痛みを持っている」18)

このように他の人の妻の死 とい う通切でデ リケー トなテーマを扱 う場合でも,

ガー リブの仕方は独特なおもしろみがある.

ガー リブは人生を真近に見なが ら,そ こから思考を飛躍 させ,手 紙の中に詩的

様相 さえ生 じさせた.っ ぎの例はその一つで,自 分の人生に光を当てている.「い

いか,世 界は二っある.一 つは精神的なもの,も う一つは水や花のものである.

これら両方の主 とは,つ ぎのことを言 うものである.今 日,世 界は誰のためのも

のか,そ して自ら答える,全 能の神のためである.一 般的な法則 とは,こ の水 と

花の世界の犯罪者 は精神の世界で罰せ られる。しか し時々,精 神の世界で罪を犯

した者 はこの世界へ送 られて来る.したがってヘジラ暦1212年 のラジャブ月8日,
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この世 に私 は送 られ て来 た .13年 間,監 禁 された.ヘ ジラ暦25年 ラジブ月7日,

婚 約 し私 の足 に枷 が はめ られた.デ リーが監獄 とな りその監獄 に私 は入れ られ た.

文 を書 いた り詩 を作 るこ とが私 に課せ られ た.何 年か して監獄 か ら逃 げた.東 部

の地 区で3年 を過 ご し,結 局 カル カ ッタで逮捕 され,再 び同 じ監獄 に入れ られ た.

こ の囚人 が足 が速 いのが分か る と,さ らに二 つの枷 が はめ られた .足 には枷 が は

め られ,手 は傷 を負 つた.課 せ られた仕事 はきつ く,力 はな くな った.私 は恥 し

らず の者 であ る.昨 年,獄 中 に枷 を残 したま ま,手 枷 のまま逃 げた.私 はメ「 ラッ

ト,ム ラーダーバー ドを経 て,ラ ーム プル に着 いた.お よそ2ヶ 且,そ こにいた.

そ れか ら再 びつか まつたが逃亡 す る力 はなか つた.い つ釈放 され るか見 ていた い.

私 はヘジ ラ暦1272年,ズ ル ヒツジャ月を希望 してい る.釈 放後,自 分 の家 に行

く.そ の後,私 も精神 の世界 へ行 く」19)

8)ガ ー リブ の書 簡 と ウル ド ゥ ー散 文

ガー リブは ウル ドゥー語 で一番 は じめ に個人 的な手紙 を書 き,そ の後 サ ル ・サ

イヤ ツ ド(1817～1898),ス ル ール(1786～1867)な どの よ うな人が続 いた.し か

し彼 らは 自分 の個性や人格 の輝 きを手紙 とい う鏡 の中 に入れ なかつた.一 方 ガー

リブは鏡 の前 に立 つた.そ して包 み隠 さず 自分 を さらけ出 した.す なわ ちつ ぎの

よ うに言 える.1)こ れ ら手 紙 の鏡 の前 に,ガ ー リブの人 格が はつ き り写 し出さ

れ,そ れを詳細 に見 る ことが でき る.2)こ れ らの手紙 は ウル ドゥー語で いろいろ

な述べ方 を とり,魅 力的 なもの となってい る.3)こ れ らの中 にガー リブの生涯 に

ついて多 くの資料 が得 られ る.4)こ れ らの中 には,ガ ー リブの ウル ドゥー語や ペ

ル シア語 の詩集,あ るいはペル シア語 の散文で述 べ られて いない多 くの考 えがあ

る20).

ガ ー リブの時代,ウ ル ドゥー語 で書 く散文 は一般 的で な く普通,書 き言葉 はペ

ル シア語で,ペ ルシア散文 の模倣が一般 的で あった.19世 紀 初頭,フ ォー ト ・ウ

ィ リアム ・カ レッジでさ まぎまな文学作 品が ウル ドゥー語訳 されたがそ の影響 は

まだ限定 され ていた.

ガ ー リブの書簡 集 はウル ドゥー散文 に よい手本 を示 した.そ れは簡 潔で,明 快

で あったが,ま た その中に はペル シア語 の影響 も見 え,そ れが かえってガ ー リブ

の ウル ドゥー散文 を流麗 な ものに もした.

ウル ドゥー文 学 において過 去100年 間 において一 番多 くリプ リン トされて いる

もの の中に,ガ ー リブの書簡 集 『アワ ド ・ヒンデ ィー』 も入 つて い る.そ の理 由
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(42) ガ ー リブ と 『ガーリブ書簡集』(片 岡)

は,ウ ル ドゥー文学においてガーリブの書簡集 は今も人気があり,ま た学校やカ

レッジでの教科の一つにされているか らである.そ れ故,毎 年再版が出ている.
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